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損失額を超える保険金

Q:私はこの度、自宅が火災で焼失し火災

保険金を受け取りました。この保険金の税務

上の取扱いを教えてください。

また、その受け取った保険金が建物の損失

額を超えていた場合は、どうなるのでしょう

か。

A:あなたが受け取った保険金には、税金

は課税されません。また、保険金が建物の損

失額を超えていた場合でも、税金は課税され

ません。

【解説】

損害保険契約に基づく保険金で、資産の損

害に基因して支払を受けるもの並びに不法行

為その他突発的な事故により資産に加えられ

た損害につき支払を受ける損害賠償金を、被

保険者、被保険者の配偶者もしくは直系血族

又は生計を一にする親族が受け取った場合に

は、税務上全額非課税になります。

したがって、ご質問の場合、あなたが受け

取った保険金には税金は課税されません。

また、たとえ受け取った火災保険金が、そ

の火災などによって受けた損失を超えること

になっても、所得税は課税されません。

なお、住宅が火災で焼失した場合には、雑

損控除の対象となりますが、受け取った保険

金については、住宅の損失額の計算上差し引

かれることになります。
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